
○東京藝術大学大学院専門研究員規則 

 

平成23年９月22日    

制      定    
改正  平成25年10月24日  平成27年３月26日 

（趣旨） 

第１条 この規則は、本学大学院博士後期課程修了者等の若手研究者の研究継続を

支援し、芸術・学術活動の基盤となる人材を養成するため、本学大学院において

専門的に研究活動に従事する研究員の受入れに関し必要な事項を定めるものとす

る。 

（資格） 

第２条 本学大学院専門研究員（以下「専門研究員」という｡)として受入れること

ができる者は、次の各号に掲げるとおりとする。 

（１）本学大学院博士後期課程修了者及び本学の助教、助手、教育研究助手又は学

芸研究員として勤務し、任期満了退職した者であって、かつ、研究の継続希望

者で、正規の職を有しない者 

（２）その他、研究科長の推薦を受けて学長が認めた者 

（申請） 

第３条 専門研究員として研究を希望する者（以下「研究希望者」という｡)は、指

導教員を通して、大学院専門研究員研究申請書（別紙様式１）を、当該大学院研

究科長に申請するものとする。 

（受入れの決定） 

第４条 前条の規定により申請があったときは、当該大学院研究科長は研究科委員

会又は教授会の審議を経て、学長へ推薦するものとする。 

２ 学長は、教授会の意見を参考として、本学の教育研究活動に差し支えのない範

囲で専門研究員の受入れの可否を決定する。 

３ 学長は、前項により専門研究員の受入れを決定したときは、当該研究希望者に

大学院専門研究員受入承認書（別紙様式２）によりその旨を通知するものとす 

る。 

（研究期間） 

第５条 専門研究員の研究期間は、原則として１年以内とし、受入れを許可する日

の属する会計年度を超えることはできない。 

２ 前項の規定にかかわらず、指導教員が当該専門研究員の研究を継続する必要が

あると認めるときは、当該大学院研究科長の申出に基づき、学長はその期間を延

長することができる。 

（義務） 

第６条 専門研究員は、研究期間内に研究代表者として科学研究費補助金の申請を

行わなければならない。ただし、既に科学研究費補助金を申請し、研究代表者と

して採択を受けている者は除く。 

２ 専門研究員は、当該年度末に、大学院専門研究員研究成果報告書（別紙様式 

３）を当該大学院研究科長に提出しなければならない。 

 



（研究の方法等） 

第７条 専門研究員は、指導教員の研究指導を受けるほか、当該大学院研究科長の

許可を得て研究に関連のある授業を聴講し、又は本学の施設及び設備を所定の手

続きを経て利用することができる。 

 （研究料） 

第８条 専門研究員の研究料は、徴収しない。 

（諸規則の遵守） 

第９条 専門研究員は、本学の諸規則を遵守しなければならない。 

（研究許可の取消し） 

第１０条 学長は、専門研究員が前条の規定に違反し、又は病気その他の事由によ

り研究を続けることが不適当と認められるときは、当該大学院研究科長の意見を

徴した上で、研究の中止を命ずることができる。 

（損害賠償） 

第１１条 学長は、専門研究員が故意又は過失により本学に損害を与えたときは、

当該専門研究員に対し、その損害の全部又は一部について賠償を求めることがで

きる。 

（雑則） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、専門研究員に関し必要な事項は、別に定

める。 

 

附 則 

この規則は、平成23年10月１日から施行する。 

   附 則 

 この規則は、平成25年10月24日から施行し、平成25年７月18日から適用する。 

   附 則 

 この規則は、平成27年４月１日から施行する。 



別紙様式１ 

（元号） 年  月  日 

 

○○研究科長 殿 

 

東京藝術大学大学院専門研究員研究申請書 （新規 ・ 継続） 

 

東京藝術大学大学院専門研究員規則第３条の規定に基づき、下記のとおり申請し

ます。 

記 

 

フリガナ 

申請者氏名 
   印 

生年月日 （元号）   年   月   日 性別 男  ・  女 

研究を希望する専攻   

指導教員氏名 

（自署捺印） 
                                   印 

研究期間 （元号）  年   月   日 ～ （元号）  年   月   日 

研究課題名  

申請者連絡先 住所 〒 

 

 

E-mail: 

電話： 

申請予定（継続中）の

科学研究費補助金 

申請予定の場合 

 

研 究 種 目  

細  目  名  

継続中の場合 

 

研 究 種 目  

細 目 名  

研究課題名  

※新規申請者は、履歴書及び研究業績調書を添付すること。 



 

 

 

 

 

 

 

 

申請理由及び研究計画  

指導教員所見  



別紙様式２ 

 

 

東京藝術大学大学院専門研究員受入承認書 

 

 

東京藝術大学大学院専門研究員として下記のとおり受入れを承認します。 

 

記 

 

１．氏名 

 

２．所属研究科 

 

３．研究期間 

   （元号） 年  月  日 ～ （元号） 年  月  日まで 

４．研究課題名 

 

５．指導教員 

 

 

（元号） 年  月  日 

 

国立大学法人東京藝術大学長 

     ○ ○ ○ ○  印



別紙様式３ 

（元号）  年  月  日 

 

 

○○研究科長 殿 

 

 

（元号） 年度東京藝術大学大学院専門研究員研究成果報告書 

 

東京藝術大学大学院専門研究員規則第６条第２項の規定に基づき、下記のとおり

報告します。 

記 

 

フリガナ 

専門研究員氏名 
                     印 

指導教員氏名                      印 

研究課題名 
 

研究期間 （元号） 年  月  日 ～ （元号） 年  月  日 

科学研究費補助金申請

等の状況 

新規申請の有無（どちらかに○をつける） 有 ・ 無 

研究期間： 

研究種目: 

研究課題名: 

採択科研費の有無（どちらかに○をつける） 有 ・ 無 

研究期間： 

研究種目: 

研究課題名: 

その他の外部資金申請

等の状況 

（研究費毎に、(1)資金

制度名、(2)研究課題 

名、(3)研究期間、(4)

助成金額、を明記す 

る｡) 

 



研究成果の概要  

研究業績 

（上記研究期間内の業

績を、(1)論文、(2)著

書（翻訳・分担執筆等

も含む）、(3)学会発 

表、(4)その他、に区分

して記載する。発表予

定（投稿、受理、印刷

中）の場合はその旨を

明記する。記載の仕方

は、所属する学会等の

表記法に準ずる｡) 

 

 


